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下新庄地域まちづくりワークショップ議事概要  

日 時：令和６年２月３日（土）15:00～16:40 場 所：下新庄福祉会館  

出席者：21名（地域 16名、区役所 2名、コンサルタント 3名）  

【議事】  

1 下新庄地域ごあいさつ  

2 参加者の自己紹介 

3 これまでの振り返りとこれからの取り組み 

4 ワークショップの趣旨説明 

※「交通」について、地域や行政、事業者、個人がそれぞれの立場でいまで

きること、将来に考えることを考える。 

5 ワークショップ  

6 次回ワークショップのテーマ 

 

≪配付資料≫  

・「交通」～大きく変わる下新庄地域のいまとこれから～ 

 

≪開催時の写真≫  

 

 

 

1.下新庄地域ごあいさつ  

 
・バリアフリーまちづくり協議会部会員の生島さんからごあいさつがありました。  

 

2. 参加者の自己紹介  

 

・参加された皆さんから、氏名、所属団体等の自己紹介がありました。 

 

3. これまでの振り返りとこれからの取り組み 

 
・区役所からこれまでの下新庄地域で話し合われた経緯や議題、未来に向けたプロジェクトなどを、

「下新庄地域まちプラン」（仮）に整理していること、また、阪急電鉄の高架化が具現化しはじめた今

の時期に、「まち」の問題や問題解決のための課題について、ワークショップによりみなさんから意見

等を出していただきアクションプランというかたちで残していきたいという説明がありました。  
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4.趣旨説明 

 
・今回のワークショップは、阪急電鉄の高架化が具現化しはじめた現在の時点での、「交通（徒歩での

移動、自転車での移動、車・バイクでの移動、「まち」に潜む問題点・その他事項など）」をテーマ

として、地域での不安や懸案事項について、地域や行政、事業者、個人がそれぞれの立場でいまで

きること、将来に考えることについて、意見を出し合い、結果を整理して可視化することが目的と

の説明がありました。 

 

5.ワークショップ  

 

・地域の白地図に、各項目に該当する色の付箋に、参加者の関心事項を記述して貼り付けていき、出

された意見について参加者で意見交換等を行い、最後にまとめを行う手法で行われました。 

（ワークショップで出た主な意見） 

【徒歩移動について】 

・地域内で歩道がない道路が多い。特に駅の西側と、東側の小学校前の道路には歩道を整備してほし

い。今すぐ出来ないことは理解しているが、将来を見越して、必要と考えられる道路には、歩きや

すく安全な歩道を整備してほしい。 

・現在、下新庄駅西側の児童が、登下校の際に、駅構内通路を利用している。駅東側を出たところに

横断歩道があるが、車の交通量が多く、朝は立ち当番が児童の登校を見守っている。地域として見

守り活動は継続するが、東西をつなぐ、使いやすく安全な道路が整備されることを期待する。 

・下新庄駅北側の踏切は、踏切に向かう道路の勾配が急であり、徒歩（特に高齢者）、自転車での移動

で困る。行政もしくは事業者（阪急電鉄）による、緩やかな勾配となるように早期の改善を求めた

い。 

・下新庄駅南側の踏切は、階段段差・スロープが急で、スムーズに通れない。 

・下新庄 5丁目内の生活道路で、バイクの通り抜けが多く、危険を感じる。 

 

【自転車での移動について】 

・道路の幅が狭いため、自転車の走行場所が少ない。また、坂道も多いため、自転車の速度が出やす

く車との接触の危険を感じる。 

・下新庄駅の周りには駐輪場が少ない。また、駅周辺歩道に違法駐輪もある。駅の将来の「かたち」

にもよるが、駅の近くには駐輪場を整備してほしい。 

・東淀川区では自転車ネットワークがまだ定められていないとのことだが、阪急電車・駅の高架化が

終わるころまでに、東西や地域をつなぐ自転車ネットワークの整備を進めてほしい。 
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【自動車での移動】 

・地域内の道路が狭い。バス通りではバスとの行き違い時に危険を感じる。また、生活道路も狭く、

一方通行規制が多い。地域外の車の迷走や逆走もあるため、地域外の車両の進入禁止等を検討して

ほしい。 

・地域内で駐車禁止箇所に駐車車両が多くみられる。下新庄 4丁目の下新庄北公園から JR線路の付

近、下新庄第 2住宅付近では駐車車両により見通しが悪く、登下校の児童が見えにくく危ないた

め、駐車禁止にしてほしい（一部、駐車禁止道路あり）。東淀川警察署にも助力を求めて、駐車違反

の取り締まりを徹底してほしい。 

・下新庄小学校の西側の道路は、通学路の標識と、7時 30分～9時、13時～16時 30分の間、自転車

歩行者専用道路となる標識が設置されている。しかし、現状では規制を無視する車両の通行があ

り、登下校の子供が巻き込まれる事故の発生が心配されている。以前、地域で標識に定められた時

間に「進入禁止」の看板を設置したが、一部の意見で設置が行えない状況となっている。 

・下新庄公園前の交差点に押しボタン式信号を整備してほしい。また、東側の 6丁目の東淀川郵便局

の西側交差点も見通しが悪いため、同様に信号を整備してほしい。 

 

【「まち」に潜む問題点・その他事項】 

・地域は、活動を継続して行い、意見・要望等を適宜記録し確認していく。 

・薬局前の都市計画道路の計画をないものにしてほしい。 

・先の下新庄小学校の西側の道路の規制表示を分かりやすくしてほしい。また、登下校時の子供の安

全のために、正式にバリケード等が設置できる方法の提示と、必要な手続きについて指導を頂きた

い。 

・高架下に地域の人たち、子供たちが集まることのできる場所・広場、防災拠点ともなる地域交流拠

点などがほしい。 

・以前から高架下に会館ができるように要望書を提出しており、市に受け止めてもらっている。（地域

交流拠点とは別物である） 

・駅の将来の「かたち」にもよるが、駅東口にバス停留所を整備してほしい。 

・夜間、暗い箇所があるため、照明を設置してほしい。 

・下新庄駅の近くに交番を設置するためにどのように働きかけたらいいか探ってほしい。 

・警察の立ち寄り所と青パトの駐車場がほしい。 

 

6.次回ワークショップのテーマ 

 

・次回ワークショップのテーマは、「安全なまち ～防犯・防災について、現状とさらなる取り組みを

考える～」とすることを決めた。 

・次回ワークショップまでに、テーマに沿った各自の意見・考えを整理しておいてほしい旨を伝え

た。                                        以上 


